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日本統治下 中等諸学校校友会雑誌 ・生徒記載文 にみ る

ア ジア 観の 変容

盧溝橋事件前後を 中心 に

梅野 正 信 （上 越教 育大学）

　台湾総督府 、 朝鮮 総督府 及 び 満 州 国 に 設

置 され た 中等 学校 ・校友 会雑誌 の 記 述 を と

りあげて 、特 定 の 期 間 に 限 定 して 生 徒 の ア

ジア 観を概 観 す る。

　 中等 学 校 へ の 進 学 率 は 昭 和 期 に 入 っ て

も比 較 的少 数 に と どま っ て い た が 、そ れ

で も大 学 、専 門 学校 、高 等 学校等 と比 べ

広 範 な層が 進 学 して い た 。校 友会雑誌 は 、

総督府 、学校 、教 師 の 実 質 的 検 閲 下 に あ

り留保 を 要 す るが 、 中等学校 と い う少 年

期 に か か わ る 「学校 文 化 の 源 流 」　 （斉 藤

利 彦 ） をた ど る作 業 に 欠 か せ な い 歴 史 的

記 録 の
一

つ とい え よ う。

　 本研 究は 、戦前期 に 「外地 」 と呼 称 さ

れ て い た 地 域 の うち、植 民地 教 育が 実施

され た 地 域 、 日本 の 影響 下 と実 質 的 統 制

下 に あ っ た 地 域 の 中等 学 校 、 と りわ け 中

学校 、高等女学校 、 師範 学校 に 相 当す る

諸学校で 発行 され た校 友 会雑 誌 の 掲 載 記

述 を検討 し 、 こ こ にお い て 素朴 なア ジ ア

観 、 ア ジ ア 認識 が どの よ うな 特 色 を 要 素

か ら構成 され て い た の か を整 理 す る。

　 校 友 会 雑 誌 に 記 載 され た 生 徒の 記 述 は 、

検 閲や 時代 状況 に鑑 み る と、生 徒 個 々 人

の 思 想 の 発 露 ・表 象 とす る に は 留保 が 求

め られ 、歴 史的 ・批判 的検討 と とも に 、

関係 各国の 歴 史研 究者 ・教 育学 研 究 者 と

の 共 同研 究 を通 した 多様 な視点 か ら の 総

合 的な 考察が 必 要 で あ る 。 また 、考 察 の

範 囲 は校 友 会雑 誌 に 描 か れ 表象 され た ア

ジア 観 の 特色 に 限定 され る。

　校友会雑誌 に 表象 され た ア ジ ア 観 を再

構成す る 作業 は 、 時 代 を理 解す る歴史的

作 業 の
一

端 で あ る と と もに 、戦後 の 目本

及 び 東 ア ジ ア 諸国 の 地 域社 会 に 受 け継 が

れ た ア ジ ア 認 識 の 水 脈 の
一

端 を た ど る 作

業 と もな るの と考 え る 。

　本報告 の 内容 は 「戦前 期 に お け る中等諸

学校 （師範 学校 〉生 徒 の ア ジア 認識 に 関す

る 総合的研 究」 （科学研 究 費 （基盤 B）2013

年度 〜 2015 年 度 ） 中 間年 報 告書 の 準備段

階 に あ た る 。

　 台湾総 督府 、朝 鮮総督府 、及 び 関東 庁 、

満 州 国 の 統 治 下 に お け る 中等 学校 は 、中

学 校 、高 等 女 学校、師範学校 に 限 っ て も

300 を数 え る が 、 史 ・資 料 の 収 集 は 、台

北 第
一

中学校 、：京 城 中学校 、 大 連 第二 中

学校 な ど 、 特 定 の 諸 学 校 に とど ま っ た 収

集 状 況 に あ り、 と りわ け朝鮮 半島に お け

る資料収 集 は 必 ず し も十 分 と は い え な い 。

ま た 、 師 範学校 関係 の 校友 会雑誌 の 収集

は 、台湾 を除 い て は 、現段 階 で は極 め て

限 定 的 で あ る。

　 日本本 土 の 外 に あ っ て 日 本 人 及 び 当該 国

及 び 地域 の 人 々 を在 学 させ て い た 中等学校

は 、主 に 台湾総 督府 （、朝鮮総督府 、 関東

州 、樺 太庁、南洋群 島、 現 中国東北 部 に あ

た る戦前 の 満 州 國、そ し て 中国 国内 に設 置

され て い た 。

　本報 告 で は 第
一

に 、比 較 的ま とま っ て 資

料 確認 が 可 能 な数校 の 校 友会雑 誌 を も とに 、

こ れ ら諸地域 の ア ジ ア観、ア ジ ア認 識 に 少

な か らぬ 影響 を 与 えた と推察 され る、 1 山
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東 出兵 （1927 〜28 年） に至 る 時期 、 H 山

東 出兵 か ら柳 条湖事 件 （1931 年 ）を経 て 盧

溝橋事件 （1937 年）に 至 る時期 、皿 盧溝 橋

事 件 か ら真珠 湾攻撃 （1941 年）に 至 る 時期 、

IV真珠 湾攻撃 か ら敗 戦 （1945 年 ）に 至 る 時

，期 に わけ、各 期 に お け る言説 の 特徴 、言 説

を 構成 す る諸 要素 の 特色 を整 理 す る 。ま た 、

第 二 に 、 校友 会雑誌 の 地 域横断 的比 較 が 可

能 とな る前記 皿 の 時期 を 中心に 、中学生 に

よ る記 述 を 比 較 し て み た い 。

　 校友 会雑誌 は 個 々 に特 色 あ る構成 を と っ

て い る が 、 おお む ね論説的記述 （台北第
一

中学校 『麗 正 』で は 「想 華 」 ） 、随想

的記 述 （同 「詞 藻」 ）、紀行 的記 述 （同

　「紀行 」 ） と して 掲載 され て い る 。

　 本報告 で は 、 こ れ らの 言 説 に表 象 され

た ア ジ ア 観を 、 校友会雑誌言説 の
一

部 と

位置づ け、検 討 し て み た い
。
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